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様々な業界から迎えた顔ぶれ。
新しく赴任された教授に抱負を語ってもらいました。NEW  FACE

退 職 者 （平成１６年８月３日付） 【専任教員】多田 昌義 教授　　　環境政策学科

（平成１６年９月３０日付）【専任教員】香月 祥太郎 教授　　情報システム学科

（平成１６年８月３１日付）【専任教員】堀越 英嗣 教授　　　環境デザイン学科

齊藤 明紀 教授　　　情報システム学科新規採用 【専任教員】（平成１６年７月１日付）

鈴木 義浩 助教授　　環境政策学科【専任教員】（平成１６年１０月１日付）

谷口 大造 助教授　　環境デザイン学科【専任教員】（平成１６年９月２８日付）

石井 克典 教授　　　情報システム学科【専任教員】（平成１６年１０月１日付）

平成１６年４月２日～平成１６年１０月１日

情報システム学科

教　授 齊藤  明紀
Akinori  Saito

　22年間をすごした大阪大学を離れ、この７月本学に

赴任しました。日本海には期待していたのですが、

残念なことに釣り道具は押入れに放り込んだままで

出す暇もない毎日です。鳥取に来てひとつ良かった

ことは、血圧が下がったことでしょうか。

　私の専門のひとつは、分散システム運用管理技術

です。従来、運用管理は各管理者個人の職人芸

で切り回されるかあるいは荒れ果てるまま放置

されるかで、研究対象として認知されていません

でした。しかし、パソコンの時代になり状況は変わり

ました。1億円で汎用大型機を1台買えばベンダーは

SEを一人派遣してくれますが、20万円のパソコンを

500台買ってもSEは付属してきません。人件費の削減

や稼働率向上による生産性への寄与、またきめ

細かい電源管理による省エネなどをめざしたテーマで

プロジェクト研究を行なってくれることを学生さんに

期待しています。

環境政策学科

助教授 鈴木  義浩
Yoshihiro  Suzuki

　東京生まれ、東京育ちの私にとって、鳥取の第一

印象は、空気が綺麗で山・海などの景観がたいへん

美しいというものでした。わけても鳥取環境大学は、

研究や勉学にとって最高の環境、立地条件にある

のではないかと思います。

　これまでの私の経験のなかで、わが国は高度成長期

を経て著しく発展し、企業業績も拡大の一途をたどり、

それにつれて個人の生活も年を追うごとに豊かに

なりました。その後、わが国は、一時期わが世の春を

謳歌したあと、現在まで長い呻吟を繰り返しています。

世界的な競争激化や社会環境変化の波のなかで、

今後のわが国社会や企業はきわめて不透明な

状況下に置かれています。こうしたことから、学生

諸君は、将来においてこれまでにないような様々な

困難に直面していくことが予想されます。未来を

担う若者が確固たる指針を持って、充実した人生

を送れるようにできるだけ多くのことを伝えたいと

思っています。

環境デザイン学科

助教授 谷口  大造
Taizo  Taniguchi

　昨年度から前期のみ週一回、東京から鳥取に

非常勤講師として通っておりましたが、この度

縁あって本学にお世話になることになりました。

　今まで建築家として都市計画的な規模のものから

個人のすまいのスケールまで、様々な視点で人と

環境のあり方について考えてまいりました。

どこにでも対応できる設計手法ではなく、その土地、

その場所でなければ見つからないような事柄を

大切にした設計活動を目指しております。また本業

の設計活動の傍ら、母校での助手や大学の非常勤

講師をしておりました。このような経験が本学での

教育研究活動に活かせればと思っております。

　都会からの喧騒から逃れるように本学の非常勤

をしていたときは、旅行者の視点で鳥取を見て

おりましたが、これからは生活者として鳥取を観察

することで、新しい視点を養い、地域に還元できればと

考えております。

教　授 石井  克典
Katsunori  Ishii

　２４年間大阪（ルーツは徳島）で育ち２６年間東京

で従事してきましたが，この１０月に本学に赴任

しました。再び関西の地，豊富な自然環境に恵まれた

鳥取で教職に携われる喜びを感じております。

前職はNTTに在籍し，皆さんがパソコン等でお使いの

磁気ディスク・光ディスクの研究開発やマルチメディア

情報流通基盤の構築を，その黎明期から携わって

きました。また，IT技術を駆使した大規模な首都圏

エリア都市開発事業（品川，汐留等）や人体内通信に

関する基礎研究も行っています。これまでの経験

が皆さんのお役に少しでも立てればと考えております。

講義では，実社会で技術がどういう背景で何に役立って

いるのか，なぜ今これを習っているのか等を，技術用語

に踊らされること無く平易な言葉で解説するとともに，

先学としてアドバイスしたいと考えております。趣味は，

カメラいじりと万年筆収集です。特に鳥取は手作り

万年筆で有名ですので，オリジナル万年筆の製作

に期待を膨らませております

前　　職 : 

丹下健三･都市･建築設計研究所

東京芸術大学美術学部建築科助手

スタジオトポス代表

前　　職 : 

産能大学経営学部非常勤講師

前　　職 : 

日本電信電話株式会社　

情報流通基盤総合研究所  主幹研究員

前　　職 : 

大阪大学大学院

情報科学研究科助教授

情報システム学科


